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はじめに 

 M型 Sr フェライトである SrFe12O19は、空間群 No. 194の六方晶 P63/mmcのフェリ磁性体であり、室温下で

結晶学的に等価でない 5つの Fe サイトが存在している。この SrFe12O19の Sr
2+を La

3+に、Fe
3+を Co

2+で少量置

換することで室温での保持力が向上するため、様々な永久磁石材料に利用されている。しかしながら、Fe の

電子状態や、Fe サイトに Co
2+を置換することで Feが受ける影響については未だ解明されていない。今回は

M 型 Srフェライトの単結晶の強磁場下 57
Fe メスバウアー分光測定を行い、Fe の電子状態と置換による影響

を調べたので報告する。 

実験方法 

 57
Fe メスバウアー分光測定には c軸（磁化容易軸）方向が薄く、その厚さが 50 µm程度の板状の単結晶試

料を十数枚貼りあわせて、直径 8 mm程度の大きさにした試料を用いた。また c軸に対して平行に γ線を入射

し、c軸に対して垂直に外部磁場 Hexを印加した。 

実験結果 

 Fig. 1 に、SrFe12O19に対して強磁場下
57

Feメスバウアー分光測

定の結果を示す。Hex = 0 kOe のスペクトルにおいて、Evans が提

案しているモデル 1)を基準にフィッティングを行うと、得られた

スペクトルとの良い一致を示した。また、Hex ≠ 0 kOe のスペク

トルについては、外部磁場を印加してもセンターシフトと四重

極相互作用は変化しないという仮定のもと、良いフィッティン

グ結果を得ることができた。これらのスペクトル解析から得ら

れた超微細磁場 Hhfから、Hexの寄与を差し引くことで各 Fe サイ

トの内部磁場 Hintを求めることができる。Hex = 0 kOe で得られた

スペクトルでは、Δm = 0 の遷移による吸収がほとんど観測され

なかった。これは、各 Feサイトの内部磁場 Hintが磁化容易軸で

ある c 軸と実験誤差の範囲内で平行であることを示している。

Hex の増加と共に Δm = 0 の遷移によるピークの相対強度が大き

くなっていることから、磁場印加によって Hintが Hexと平行にな

る様に回転していくことがわかった。そして、Hex = 30 kOe では

Hintの向きと Hexの向きが平行になっており、この結果は磁化測

定で得られた結果と一致した。また、Hintが Hexに依存しない Fe

サイトと、Hexの増加と共に Hintが減少する Feサイトが存在する

ことがわかった。La-Co 置換系フェライト Sr0.554La0.456Fe11.775Co0.225O19についても同様の測定を行った結果、

SrFe12O19では Hexに依存しなかった 2a サイトの Hintが、Hexの増加と共に大きく上昇することがわかった。 
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Fig. 1 Mössbauer spectra of the single 

crystalline samples SrFe12O19 with external 

magnetic fields, at 150K. 
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